
（１）事業の概要等
事業番号 B2400

実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 東部まちづくり推進事業 担当部 都市政策部

事業期間 平成４年度 ～ 令和７年度以降 担当課 東部まちづくり推進室

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

24
展開
方向

担当係 推進係

目 8 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 8 項 4

対象
（何･誰を対象

に）

地域住民をはじめ、東部地域に関係する人たち

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

１．まちづくりへの住民の意識醸成
① 東部まちづくりニュースによる情報発信
   小牧市のホームページ内に東部まちづくりニュースを作成。行政のみならず、地域で行わ れ
る地域活動をニュース記事として発信し、住民の意識の醸成を図った。

② 協働提案事業　桃花台を考える講演会の開催
　　桃花台住民等で構成される桃花台を考える会と協働して、住民が我がまちを考えるきっかけ
として、市長や他のニュータウン再生に携わる方からの講演及び、東部まちづくり推進室からの
現状報告により、住民の意識醸成を図った。

2．住民等によるまちづくり活動の促進
①東部地域でつながり、やってみようプロジェクトの開催
　まちづくりの企画から実践まで体験できるプロジェクトを開催し、3回のワークショップを実施し
たことで、新たにまちづくりをやってみようというグループが６グループ編成された。

②東部地域トライアル活動支援制度の創設
　東部地域での新たなまちづくり活動の促進を目的に、市によるPRや公共施設の減免などの支
援を行う東部地域トライアル活動支援と財政面の支援として１活動最大20万円交付する東部地
域トライアル活動支援補助金を創設し活動しやすい環境を整備した。
　 （東部地域トライアル活動支援：６件、東部地域トライアル活動支援補助金：５件）

③東部まちづくりプラットフォームの立ち上げ
　 東部地域のまちづくり活動を促進するためには、地域を取り巻く様々な主体がつながり、連
携・協力しながら取組を進めていくことが肝要であるため、地域住民をはじめ、事業者、教育機
関、行政など、東部地域に関係する人々がつながる場となるプラットフォームを令和4年6月に立
ち上げ、対面だけでなく、オンライン（LINEオープンチャット）を活用した情報共有の場を構築し
た。

④協働提案事業　空き家発生予防活動事業及び桃花台音楽まつり
　 まちの価値を維持すること、まちの文化を育てることを目的に、地域住民等の主導により、企
画立案から事業実施までを行った。空き家発生予防活動では空き家セミナーを2回、桃花台音
楽まつりについても年間2回開催し、住民等によるまちづくりを実践した。
　
●直接経費（令和４年度）
　東部まちづくりプラットフォーム構築支援委託料　３，８５０千円
　東部地域トライアル活動支援補助金　２６４千円
  桃花台活性化協働事業委託料　７０５千円
　需用費　６８９千円
　その他　１８７千円

受益者負担 　無

根拠法令
・個別計画

東部振興構想 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

〈目的〉
東部地域がまちの活力を維持し、持続的に発展しつづけるまちとしていくこと。
〈成果〉
行政主導のまちづくりから住民をはじめ、事業者、各種団体などが主導するまち
づくりへ転換していくことを期待。



（２）事業費
単位等
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（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金 ― ― ―

予算額 ― ― 598 7,052

その他職員（時給×時間） 0 217

事業費合計（C＝A＋B） 0 0 2,393

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 ― ― 521 5,695

計（A） 0 0 521 5,695

―
その他 ― ― ― ―

0.00

7,709

対前年比 ― ― ― 1093.0%

0.38

21,820

計（B） 0 0 1,872 16,125

人
件
費

正規職員（平均賃金） 0 0 1,872 15,908

正規職員 0.25 2.13

その他職員

展開方向における指標の推移 基本施策 24 展開方向

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

― ― 6

―

活
動
指
標

ワークショップ開催
回数 回

― ― ― 3

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 ― ― 15 168

R5

成
果
指
標

東部地域トライアル活動
支援制度申請件数

（累計）
件

― ― ― 6 11

―

プラットフォーム
登録者数

人
― ― ― 75 100

― ― 75

3

― ― ― 3

各種セミナー
参加人数

人
― ― ― ― 60

― ― ― ―

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 ― ― 159,500 129,879

事
業
の
達
成

状
況
と
課
題

　東部振興構想策定からの初年度であり、東部まちづくりプラットフォームの立ち上げ、新たなまちづく
り活動を支援する東部地域トライアル活動支援制度など環境の整備は順調に進んできている。
　それぞれの事業が開始して間もないことからも、当分の間は事業を維持していくことが必要と考える。
　
　地域住民等が主体のまちづくりを進めるうえで、東部まちづくりプラットフォームがまちづくりの起点と
なっていくことが望ましいが、登録者数は75名にとどまっている。
　そのため、東部まちづくりプラットフォームの周知を引き続き実施するとともに、地域住民等には、自
分たちがまちづくりの主体となるという意識醸成を図り、持続的に発展しつづけるまちづくりにつなげて
いくことが必要と考える。

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

●まちづくりへの住民の意識醸成
１．東部まちづくりニュースでの情報発信（継続）
２．協働提案事業　桃花台を考える講演会の開催（継続）

●住民等によるまちづくり活動の促進
１．東部地域でつながり、やってみようプロジェクトの開催（継続）
２．東部地域トライアル活動支援制度による住民等のまちづくり活動支援（継続）
３．東部まちづくりプラットフォームの運営（継続）　※対面による活動＋オンラインでの情報発信
４．協働提案事業　空き家発生予防活動及び桃花台音楽まつりの開催（継続）
５．住民等によるまちづくり活動を事業者等が応援できる仕組みの構築（新規）
　　※まちづくり活動へ事業者が寄附できる仕組みの構築

令和６年度より協働提案事業の実施内容については「東部まちづくり推進事業」とし、他については「東
部まちづくりプラットフォーム推進事業」として事業の評価を行っていく。

事務事業評
価による額


